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薬物動態・安全性評価研究における
microphysiological systemの有用性

▶ 講 演 者 ◀
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Utility of microphysiological systems for pharmacokinetics and drug safety evaluation

金沢大学　医薬保健研究域  薬学系

荒川 大先 生准教授

近年、従来の細胞モデルより生理学性を高めた
microphysiological system（MPS）が台頭し、
薬物動態・安全性評価においてもその有用性が
期待されている。 本講演では腸・肝共培養MPS、
胆汁回収を可能とする新規ヒト肝細胞培養系icHepおよび
三次元培養近位尿細管上皮細胞3D-RPTECを用いた
解析事例について紹介する。

https://id3catalyst.jp/20241211/
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